
沖
縄
旺
一
駄
は
日
附
財
産

□５□

　
　
「
な
ぜ
沖
縄
は
世
界
平
和

の
実
現
に
勣
く
の
か
」
。
究

極
の
問
い
で
あ
る
。
で
は
、

な
ぜ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
沖
縄
に
協

力
し
た
い
の
か
。
こ
の
問
い

に
答
え
る
に
は
、
ま
ず
「
平

和
」
の
定
義
か
ら
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
定
義
は
「
平

和
と
は
今
日
の
家
族
の
生
活

と
明
日
の
希
望
が
実
現
で
き

る
吠
兄
一
で
妬
心
。
今
日
り

生
活
と
は
食
ぺ
る
こ
と
と
健

菅
波
　
茂

康
で
あ
る
こ
と
、
明
日
の
希

望
と
は
子
ど
も
に
教
育
を
与

え
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
平

和
を
戦
争
、
災
害
そ
し
て
貧

旧
が
旧
鼓
子
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

血縁共同体
る
難
民
や
災
害
に
よ
る
被
災

者
の
救
援
活
動
に
特
化
し
て

い
る
。

　
　
「
な
ぜ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
沖
縄

に
注
目
す
る
の
か
」
。
沖
縄

は
日
本
で
唯
一
の
血
縁
共
同

体
社
会
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ

故
に
日
本
の
公
共
財
産
で
あ

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師

団
を
構
成
す
る
多
く
の
支
部

と
活
動
の
対
象
で
あ
る
発
展

途
上
国
は
血
縁
共
同
体
社
会

で
あ
る
。
真
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

世
界
平
和
の
実
現
を
願
う
な

ら
、
血
縁
共
同
体
社
会
の
掟

・
慣
習
の
熟
知
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
支
部
は
中

剪
恥
に
お
け
る
児
唇
紋
爰
皆

多
国
籍
医
師
団
は
紛
争
に
よ
　
　
　
勣
に
は
必
ず
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
派
遣
し
て
く
れ
た
。
一
九

九
八
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
ミ

ッ
チ
」
、
二
〇
〇
一
年
の
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
大
地
震
等
で

あ
る
。
近
き
他
人
よ
り
遠
い

親
せ
き
。
沖
縄
県
系
人
い
る

所
に
災
害
あ
れ
ば
、
必
ず
医

療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る
。

否
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
掟
の
世
界
で
あ
る
。

　
共
同
体
に
お
い
て
冠
婚
葬

祭
は
不
文
律
の
慣
習
で
あ

る
。
特
に
、
死
者
に
対
す
る

儀
社
が
崩
れ
る
時
に
共
同
体

は
崩
壊
す
る
。
「
村
八
分
」
。

恐
ろ
し
い
言
葉
で
あ
る
。
存

在
の
無
視
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
残
り
の
二
分
、
葬
式
と
消

曳
り
つ
な
が
○
は
浅
る
。

　
喜
び
は
嫉
妬
を
生
む
。
連

掟･慣習の熟知が不可欠
帯
感
は
で
き
に
く
い
。
し
か

し
、
死
の
悲
し
み
は
共
有
で

き
、
連
帯
感
を
確
実
に
生

む
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
紙
面

構
成
で
大
切
な
の
は
葬
祭
に

関
す
る
紙
面
で
あ
る
。
血
縁

共
同
体
○
厳
し
い
慣
習
で
も

あ
る
。
「
困
っ
た
時
は
お
互
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い
様
」
の
相
互
扶
助
の
世
界

も
血
縁
共
同
体
社
会
に
お
い

て
は
責
務
を
超
え
た
義
理
で

あ
る
。
必
要
と
さ
れ
れ
ば
必

ず
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
義
理
欠
き
は
「
村
八
分
」

へ
の
片
道
切
符
に
な
る
可
能

性
が
高
い
。
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医
師
、

　
（
士
）
研
修
プ
ロ
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贈

　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師

団
は
必
ず
来
る
」
。
血
縁
共

同
体
に
お
け
る
伝
説
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
、
各
国
に
お
け
る
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
が
不
可
欠
で
あ

る
。
例
え
ば
、
今
年
借
し
ま

れ
つ
つ
亡
く
な
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
ボ
リ
ビ
ア
支
部
長
の
フ
ォ

イ
ア
ー
不
二
医
師
。
彼
は
一

九
九
七
年
に
「
救
急
救
命
医

　
（
士
）
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
開
始
し
、
事
故
現
場
か
ら

病
院
内
ま
で
、
外
傷
患
者
に

対
す
る
一
貫
し
た
初
期
対
応

ケ
ア
・
治
療
技
術
の
向
上
に

寄
与
し
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
そ
し
て
、
彼
は
中
南
米

に
お
け
る
災
害
救
援
活
勣
に

は
必
ず
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
チ
ー

ム
を
派
遣
し
て
く
れ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団

の
伝
説
化
の
た
め
の
さ
ら
な

る
構
想
は
一
刀
国
に
つ
竺

つ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
部
を
確

立
、
一
つ
の
医
科
大
学
と
医

療
ス
タ
ッ
フ
派
遣
協
定
を
結

び
、
現
地
日
本
入
会
が
積
み

立
て
る
緊
急
救
援
基
金
を
セ

ッ
ト
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
は
引
き
続
き

血
縁
共
同
体
社
会
に
お
け
る

不
文
律
の
慣
習
の
学
習
と
経

験
を
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
。

沖
縄
平
和
賞
の
受
賞
に
よ
り

沖
縄
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
共
有
す
る
意
義
と
重
み
を

か
み
し
め
て
い
る
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
）
理
事
長
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こ
の
連
載
は
毎
月
第
四
日

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。
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